
議
会
議
長
か
ら
「
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
功
労
者
総
務
大
臣

表
彰
、
合
併
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
、

自
治
功
労
者
表
彰
、
功
績
者
表
彰
、

善
行
者
表
彰
の
各
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。
最
後
に
、
昨
年
創
立
六

十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
ア
マ
チ
ュ

ア
の
混
声
合
唱
団
「
河
鹿
合
唱
団
」

の
皆
さ
ん
が
今
後
の
南
丹
市
の
発

展
に
願
い
を
込
め
て
「
花
」
や

「
翼
を
く
だ
さ
い
」、
混
声
合
唱
組

曲
「
蔵
王
」
か
ら
「
早
春
」
の
三

曲
を
披
露
さ
れ
、
式
典
に
華
を
添

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
部
で
は
、
京
都
大
学
名
誉
教

授
の
上
田
正
昭
先
生
に
よ
る
「
南

丹
の
歴
史
と
文
化
再
発
見
」
と
題

し
た
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

上
田
先
生
は
「
南
丹
市
は
、
日
本

海
側
の
文
化
と
上
方
（
太
平
洋
側
）

の
文
化
が
融
合
し
た
地
域
で
あ
り
、

古
来
か
ら
優
秀
な
人
物
を
多
く
輩

出
し
て
き
て
い
る
」
と
、
こ
の
地

域
の
歴
史
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、

会
場
に
訪
れ
た
市
民
の
方
た
ち
も

話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
被
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
順
不
同
）
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